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Ａ．研究目的 

ブルガダ症候群(Brugada syndrome: BrS)は、

12誘導心電図のV1からV2(V3)誘導でのcoved

型の ST 上昇を特徴とし、心室細動(VF)を発症

し突然死の原因となる疾患である。一方で、

2008 年に Haïssaguerre により報告された早

期 再 分 極 症 候 群 (Early repolarization 

syndrome: ERS)は、同じく VF を呈し、12 誘導

心電図で後下壁(II, III, aVF, I, aVL, V4-V6)

誘導の2誘導以上でJ波またはERを認める疾

患である。Antzelevitch らは、両症候群の ST

上昇および J 波の機序は心室筋貫壁性の電位

勾配で説明可能とし、J波症候群の概念を提唱

している。 

本研究では、両症候群の類似点と相違点を

自験例および文献的考察から検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

BrS と ERS の疫学、臨床的特徴、心電図学

的特徴、電気生理学的特徴、遺伝学的特徴、

および薬物治療に対する反応を比較し、その

類似点と相違点を自験例および文献的考察か

ら 

 

検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理面の問題はない。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 疫学 

 Type 1の coved型 ST上昇を認めるBrSの頻

度は、欧米の 0.005～0.1%に対して、日本を含

めたアジア地域では、0.15～0.27%と高い。こ

れに対して、J点で 0.1mV または 0.2mV 以上の

J波を認める頻度は、それぞれ 1～24%、0.6～

6.4%と地域差を認めない。 

2. 臨床的特徴 

 性差については、両症候群とも男性に多く

(BrS vs. RRS: 76～96 vs. 87%)、診断時の年

齢は共に 40 歳代である(41～50 vs. 44 歳)。

また、心イベントの発生状況は、共に睡眠中

や安静時に多く(82 vs. 49%)、心房細動の合

併が比較的多く(19 vs. 23％)、臨床的特徴は

両症候群で類似点が多い。 

研究要旨:  Antzelevitch らは、ブルガダ症候群(Brugada syndrome: BrS)の ST 上昇と早期再分

極症候群(Early repolarization syndrome: ERS)の J 波の機序は同じであるとし、J波症候群の

概念を提唱している。そこで本研究では、BrS と ERS の疫学、臨床的特徴、心電図学的特徴、電

気生理学的特徴、遺伝学的特徴、および薬物治療に対する反応を比較し、その類似点と相違点

を自験例および文献的考察から検討した。両症候群は、臨床的特徴、心電図学的特徴、電気生

理学的特徴、遺伝学的特徴、および薬物治療に対する反応において、多くの類似点を認め、J

波症候群の概念を支持するものと考えられる。 



3. 遺伝学的背景 

 BrS では、これまで SCN5A をはじめとする

18 以上の原因遺伝子が同定され、ERS でも６

つの原因遺伝子が同定されているが、ERS で報

告されている原因遺伝子は、すべて BrS で報

告されており、両症候群の遺伝学的背景の類

似性を示唆させる。 

4. 心電図学的・電気生理学的特徴 

 BrS の ST 上昇および ERS の J波は、いずれ

も VF 発作時の直前直後に増高し、また、先行

RR 間隔が延長した後に増高する傾向がみられ

る。一方で自験例の検討では、加算平均心電

図における遅延電位の陽性率、および電気生

理学的検査中の VF 誘発率は、ERS に比べ VF

既往を認めるBrSでそれぞれ高い(60 vs. 7％) 

(88 vs. 0％)。 

5. 薬物治療に対する反応 

VF 急性期には、両症候群ともにβ受容体刺

激薬であるイソプロテレノールの持続点滴が

有効である。また、慢性期の VF 発作の予防に

は、両症候群ともにキニジン、シロスタゾー

ル、べプリジルの有効性が報告されている。 

 

Ｄ．考察 

今回の自験例および文献的考察による BrS

と ERS の疫学、臨床的特徴、心電図学的特徴、

電気生理学的特徴、遺伝学的特徴、および薬

物治療に対する反応の比較検討では、地域差、

加算平均心電図における遅延電位の陽性率、

電気生理学的検査中のVF誘発率において両症

候群で差を認めた以外は、多くの点において

両症候群間で類似点を認めた。遺伝学的背景、

およびBrSの ST上昇およびERSの J波の変化

に類似性を認めたこと、さらに、両症候群で

有効な薬物は、いずれも一過性外向き電流を

減少、あるいは L型 Ca 電流を増強する薬物で

あり、BrS の ST 上昇および ERS の J波の細胞

学的成因の類似性を示唆させる所見である。

これらは、Antzelevitch らの提唱した J波症

候群の概念を支持するものと考えられる。 

 
Ｅ．結論 
 ブルガダ症候群と早期再分極症候群は、臨床的

特徴、心電図学的特徴、電気生理学的特徴、遺伝

学的特徴、および薬物治療に対する反応において、

多くの類似点を認める。 
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